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開
票
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
大
研
修

室
で
、
午
後
９
時
か
ら
行
わ
れ
、
午
後
10

時
40
分
に
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

こ
れ
か
ら
４
年
間
、
私
た
ち
の
新
し
い
代

表
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
10
名
が
決
定
し
ま

し
た
。

新
議
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、
議
員
の
責

務
を
全
う
し
、
町
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
。「
ひ
と
と
自
然
が
響
き
合

い 

未
来
へ
奏
で
る
人
道
の
ま
ち 

や
お
つ
」

の
実
現
に
向
け
て
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

八
百
津
町
選
挙
管
理
委
員
会

☎
４
３-

２
１
１
１

８
月
25
日
㈰
、
八
百
津
町
議
会
議
員
選

挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
９
月
10
日
の
任
期
満
了
に
と

も
な
う
も
の
で
、
８
月
20
日
に
告
示
さ
れ
、

５
日
間
の
選
挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
定
数
10
名
に
対
し
て

12
名（
現
職
７
名 

新
人
５
名
）が
立
候
補

し
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
八
百
津
町
議
会

議
員
の
議
席
を
争
い
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
最
も
関
係
の
深

い
今
回
の
選
挙
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
関

心
も
高
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

投
票
率
は
68
・
69
％

８
月
21
日
㈬
か
ら
24
日
㈯
の
４
日
間
行

わ
れ
た
期
日
前
投
票
で
は
、
1
千
８
１
９

人
が
投
票
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町

内
全
有
権
者（
９
千
４
０
９
人
）の
19
・
33

％
に
相
当
し
ま
す
。
前
回
の
町
議
選（
平

成
27
年
）と
比
較
す
る
と
、
４
・
61
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

選
挙
当
日
は
、
午
前
７
時
か
ら
、
各
投

票
所
で
投
票
が
始
ま
り
、
４
千
６
４
４
人

が
投
票
し
ま
し
た
。
期
日
前
投
票
と
合
計

す
る
と
、
投
票
率
は
68
・
69
％
と
な
り
ま

す
。
前
回
の
68
・
52
％
と
比
較
し
て
、
０
・

17
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。

氏名 得票数 党派

当 舘林　久宜 864 無所属
当 長谷川泰幸 825 無所属
当 安藤　峰行 745 無所属
当 加藤　良治 648 無所属
当 三宅　和行 589 日本共産党
当 後藤　一夫 556.576 無所属
当 後藤香代里 502.423 無所属
当 林　　俊宏 476 無所属
当 赤塚　孝博 432 無所属
当 山田　　勉 288 無所属
次点 吉村　敦男 256 無所属

神谷　一久 215 無所属
無効投票　66

投票区名 有権者数
（人）

投票者数
（人） 投票率（％）

八百津中央 2,734 1,952 71.40
杣沢    128    106 82.81
北山    197    157 79.70
和知 2,945 1,867 63.40

伊岐津志 1,650 1,015 61.52
久田見    939    732 77.96
上吉田      78      56 71.79
南戸    128      85 66.41
潮見第１    183    148 80.87
潮見第２    121    108 89.26
福地    306    237 77.45
選挙区計 9,409 6,463 68.69

わたしたちの未来を託す
～八百津町議会議員選挙が執行されました～
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舘
たて

林
ばやし

　久
ひさ

宜
よし
（５８歳）３期目

好きな言葉：一期一会
人口減少問題、特に少子化を食い止める施
策に力を入れていきたいと思っています。
若者の流出を防ぐとともに遊休農地などを
宅地化することで、都市部からの若者の流
入を促す施策を推進します。
また、魅力ある地域づくりのためには、住民自

らが行政と一緒になって知恵と力を発揮し、地域
の問題について考える仕組みが必要と考えます。そういった新たな
住民自治の形を作ることに取り組んでいきます。
住民のみなさまのご支援ご協力をお願いします。

安
あん

藤
どう

　峰
みね

行
ゆき
（６８歳）１期目

好きな言葉：継続は力なり
人口減少問題が一番です。町内および近郊
企業の求人と職務内容の情報を提供する。
移住政策でUターンを促進する。特に八百
津の伝統と文化を次世代に引き継ぐことが
必要だと思います。
やおつブランドの代表的なものは八百津煎餅で

す。その他にも、町民のみなさまと何か良いアイ
デアを考え、新たなやおつブランドをつくり、相乗効果でふるさと
納税にも反映させ、税収アップと、町内消費アップを図りたい。

三
み

宅
やけ

　和
かず

行
ゆき
（77歳）１３期目

好きな言葉：誠実
国の政治に意見をする事も、地方議会の大
きな仕事です。福祉がどんどん削られてい
く中で、自公政治に無批判に追従するので
はなく、議会として厳しい政策転換の声を
あげるような議員集団になるよう、他の議員
の方に呼びかけます。

そして一番詳しい情報を持ち、地域を知っている
職員の方が、思いきって色々政策立案できる環境をつくりたいと思
います。同時に町民の方々の御要望や願いを真摯に聞き、解決に向
け誠実に努力いたします。

後
ご

藤
とう

　香
か

代
よ

里
り
（５3歳）１期目

好きな言葉：ご縁
【私たちのまちづくりは私たちの手で！】
八百津町の少子高齢化は国内でもトップス
ピード。高齢化により福祉負担はUP、町の
税収はDOWNするのは確実です。
では私たちに何ができるのか？
町のことを行政任せにせず、住民ひとり一人が

我が事としてまちづくりに関わることが非常に大
切です。住民みなさまの「想い」と「町」をつなげ、その架け橋とな
り、みなさまと一緒に課題に取り組み、持続可能なまちづくりを進
めていきたいと考えています。

赤
あかつか

　孝
たか

博
ひろ
（５９歳）１期目

好きな言葉：率先垂範、継続は力なり
山積みしている課題の解決に向けて、その
現状を正しく知るために、町民のみなさま
の声に耳を傾け、それぞれ得意分野を持つ
他の議員の方と協力して、できること・で
きないことを区分けし、解決へ向けて誠実に
努力する。住民のみなさまに防災意識を高めて

もらう。特に行政の行う「公助」ではなく、一人ひ
とりが自分の身の安全を守る「自助」、地域や身近にいる人同士が助
け合う「共助」についての必要性を訴え、更なるその知識の向上を目
指す。

長
は

谷
せ

川
がわ

　泰
やす

幸
ゆき
（53歳）２期目

好きな言葉：一生懸命
未来ある子ども達への教育環境の充実とし
て学童保育の整備。災害に強いまちづくり
の為に防災無線の再点検や森林環境整備。
空き家バンクの活用及び移住者の促進。町
議会の活性化の為の議会改革。交通弱者・買
い物弱者・免許返納者の代替交通の為の新たな

公共交通の整備などを考えております。
これらのビジョンを、町民のみなさまの声をしっかり聴き、町政に
反映していきたいと思います。

加
か

藤
とう

　良
りょうじ

治（５1歳）３期目
好きな言葉：温故知新
みんなで創る未来デザイン
〈知る・報せる・行動する〉
地域に山積みしている多種多様な課題に対
し解決に取り組むためには、まずは集い現
状を正しく知ることから始まる。そして地域
のみなさまと共有し、出来る事、出来ない事の

区分けし、何処かと連携することで可能性を模索
して行きます。
１.安心・安全な地域づくり　２.福祉の増進　３.商工観光の促進　
４.移住者対策　５.農林業活性化

後
ご

藤
とう

　一
かず

夫
お
（７１歳）１期目

好きな言葉：前向きに全力前進
１.明るく元気で楽しく暮らせる町づくりの
一つとして、和知センターと体育館を一体
化し、幼児から小中高大生、大人、高齢者
の方まで、気楽に集い憩いの一時を過ごす
ことのできる多目的センターの建設と周辺環
境の整備です。

２.高齢化が進む中で、地域住民同志のつながりの
強化・推進が益々重要になる。と同時にそれが高齢者などの様々な
問題の解決につながる。各世代の人々の良いアイデアを集約し政策
に反映させていきたいと思っています。

林
はやし

　俊
とし

宏
ひろ
（６３歳）３期目

好きな言葉：全力・感謝
少子高齢化が進む中、移住定住につながる
施策。活気ある町づくりとして八百津町来
町者のための様々な資源への魅力づくり。
高齢者への安心した環境（社会福祉）の充実。
特に交通弱者への公共交通の新たな取組。防
災への強化。

八百津地区での八百津排水路の早期完成と工事中
の問題点などの改善など、地域の方々と向き合い、町民の声を反映
させていただきます。最後に議会として町民のみなさんと開かれた
議会を目指し、継続的に進めます。

山
やま

田
だ

　勉
つとむ
（８３歳）１２期目

好きな言葉：全力投球、努力
八百津町の一番の問題は人口減少問題で
す。やがて一万人を切る状態です。人口増
加対策に力を入れて行きたいと思います。
第二点は公共交通についてであります。現
在のバス交通、毎年5000万円以上の赤字
を出し、利用率がとても悪いです。今後みなさ

まの意見を聞いて利用しやすいバス運行体系に変
えます。第三点は、杉原千畝氏に関連しての観光開発を考え、世界
から訪れる人々から喜んでいただける観光開発にしていきたいと思
います。

〇議会に関するお問い合わせ先　　議会事務局☎４３－２１１１　内線２３０３

新議員のみなさんをご紹介します
任期中に取り組みたい課題についてお聞きしました。
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教
え
て
く
だ
さ
い

�

あ
な
た
の
お
す
す
め
の
一
冊
！

図
書
室
で
は
「
わ
た
し
の
お
す
す
め
の

一
冊
」
を
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
い
ま

す
。「
こ
の
本
が
大
好
き
！
」「
み
ん
な
に

も
読
ん
で
も
ら
い
た
い
！
」
な
ど
、
み
な

さ
ん
が
お
す
す
め
す
る
本
を
ぜ
ひ
ご
紹
介

く
だ
さ
い
。

図
書
室
内
に
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
内
容
は
、
広
報
や

図
書
室
に
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
み
な

さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
お
す
す
め
は
こ
ち
ら
！

さ
な
さ
ん
の
お
す
す
め
の
一
冊
♪

〇
愛
の
若
草
物
語

ル
イ
ザ
・
メ
イ
・
オ
ル
コ
ッ
ト
／
原
作

し
ま
だ
み
ち
る
／
文　

ぎ
ょ
う
せ
い
／
刊

わ
た
し
は
、
は
じ
め

は
怖
が
っ
て
い
た
ロ
ー

レ
ン
ス
さ
ん
を
好
き
に

な
る
と
い
う
ベ
ス
が
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

さ
な
さ
ん

　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪

八
百
津
町
中
央
公
民
館
図
書
室

八
百
津
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
階�

 
�

☎
４
３-

０
３
９
０

○
開
館
時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
６
時

○
休
館
日
：�

毎
週
月
曜
日
・
第
３
日
曜
日
・

年
末
年
始�

 

（
12
月
28
日
～
１
月
４
日
）

い
つ
で
も
防
災
行
政
無
線
が
使
え
る
よ

う
に
、
ぜ
ひ
次
の
５
点
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

①�

電
源
は
「
入
」
に
な
っ
て
い
ま
す
か

②�

コ
ン
セ
ン
ト
と
電
池
の
両
方
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
か

③�

音
量
は
適
正
で
す
か

④�

ア
ン
テ
ナ
は
伸
ば
し
て
あ
り
ま
す
か

⑤�

窓
際
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
か

気
づ
か
な
い
う
ち
に
電
源
が
切
れ
て
い

た
り
、
音
量
が
小
さ
く
な
っ
て
い
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
非
常
時
に
は
、
気

づ
き
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
特
に
気
を
付
け
て
い
た
だ
き

た
い
の
は
②
で
す
。
コ
ン
セ
ン
ト
を
差
す

だ
け
で
な
く
、
電
池
も
入
れ
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
昨
年
発
生
し
た
台
風
21
号
で
は
、

東
部
地
区
を
中
心
に
停
電
が
発
生
し
ま
し

た
。
停
電
発
生
時
に
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら

は
電
源
は
取
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
池
だ

け
で
使
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
電
池
切
れ

や
液
体
漏
れ
が
発
生
し
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら
コ
ン
セ
ン
ト
と

電
池
の
両
方
を
使
用
し
、
こ
ま
め
に
電
池

の
点
検
・
交
換（
最
低
３
か
月
に
１
度
）を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

９
月
は
防
災
月
間
で
す
。
こ
の
機
会
に

防
災
行
政
無
線
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

防
災
安
全
室

☎
４
３-

２
１
１
１（
内
線
２
２
３
２
）

昨
年
７
月
に
発
生
し
た
「
平
成
30

年
７
月
豪
雨（
西
日
本
豪
雨
）」で
は
、

全
国
で
多
く
の
方
が
亡
く
な
り
、
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

県
内
で
は
、
下
呂
市
や
関
市
に
て

記
録
的
大
雨
が
観
測
さ
れ
る
中
、
避

難
勧
告
の
放
送
が
大
雨
に
よ
っ
て
聞

こ
え
ず
逃
げ
遅
れ
る
と
い
っ
た
ケ
ー

ス
も
発
生
し
ま
し
た
。

町
か
ら
の
避
難
情
報
を
受
け
取
る

た
め
に
大
切
な
の
は
、「
防
災
行
政
無

線
」
で
す
。
特
に
、
避
難
情
報
や
避

難
所
開
設
情
報
は
、
防
災
行
政
無
線

を
通
じ
て
町
民
の
み
な
さ
ん
に
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、最
近
、

防
災
行
政
無
線

の
不
調
に
つ
い

て
の
お
問
い
合

わ
せ
が
増
え
て

い
ま
す
。

夏
の
朗
読
会
を
開
催
し
ま
し
た

８
月
７
日
㈬
、
美

濃
加
茂
市
「
の
は
ら

の
会
」
の
み
な
さ
ん

に
よ
る
、
夏
の
朗
読

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
100
名
の
小

さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

大
人
の
皆
さ
ん
が
、
朗
読
会
を
楽
し
み
ま

し
た
。
今
回
は
「
宮
西
達
也
の
絵
本
の
世

界
」
を
お
届
け
し
、
の
は
ら
の
会
の
皆
さ

ん
の
優
し
い
朗
読
に
、
温
か
さ
と
絵
本
の

魅
力
を
存
分
に
堪
能
し
、
お
話
の
世
界
へ

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
夏
の
ひ
と

と
き
を
絵
本
と
共
に
楽
し
み
ま
し
た
。

楽
し
い
読
み
聞
か
せ
会
♪

	
お
は
な
し
ラ
ン
ド

〇
と　

き　
�

10
月
５
日
㈯�

 
午
後
１
時
30
分
～
２
時

〇
と
こ
ろ　

�

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー�

 

２
階 
図
書
室

しっかりチェック！
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No.89
シリーズ 防災安全
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ナンバーは3冊・2週間ま
で貸出をしています。
みなさんのご利用をお待ち
しています!

シリーズ防災支援 図 書 室 だ よ り
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〇
一
日
の
生
活
リ
ズ
ム
は
保
た
れ
て
い
る
か

〇
栄
養
状
態
は
ど
う
か

〇
定
期
的
に
病
院
受
診
を
し
て
い
る
か

ま
た
、

〇
介
護
者
の
心
身
状
態
は
ど
う
か

〇�

介
護
支
援
・
医
療
的
支
援
ど
ち
ら
を
優

先
す
る
必
要
が
あ
る
か

…
な
ど
、
多
方
面
か
ら
支
援
方
法
を
検
討

し
ま
す
。

今
回
の
相
談
で
は
、
ご
家
族
か
ら
主
治

医
へ
相
談
さ
れ
た
上
で
、
精
神
科
専
門
医

へ
の
受
診
を
勧
め
ま
し
た
。

同
時
に
、
介
護
認
定
を
申
請
し
、
訪
問

介
護（
ヘ
ル
パ
ー
）に
よ
る
、
バ
ラ
ン
ス
が

取
れ
た
食
事
の
提
供
と
部
屋
の
掃
除
の
支

援
を
開
始
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ご
家
族
が
介
護
に
疲
弊
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
心
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

オ
レ
ン
ジ
サ
ー
ク
ル
や
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
、

こ
こ
ろ
の
相
談
な
ど
を
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。少

し
で
も
心
配
に
思
わ
れ
た
と
き
は
、

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ご
家

族
や
ご
本
人
と
一

緒
に
考
え
、
解
決

へ
の
ヒ
ン
ト
を
提

案
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
18

年
度
に
設
置
さ
れ
た
高
齢
者
の
総
合
相
談

窓
口
で
す
。

身
近
に
起
こ
る
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と

を
、
で
き
る
限
り
解
決
で
き
る
よ
う
に
支

援
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
こ
ん
な
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

『
一
人
暮
ら
し
の
父
が
い
ま
す
。
気
力
が
な

く
な
り
、
趣
味
だ
っ
た
俳
句
の
会
に
も
出

か
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
一
日
中
テ
レ
ビ

の
前
に
無
表
情
で
座
っ
て
い
ま
す
。
以
前

は
ま
め
に
掃
除
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
は
気
に
し
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

食
事
も
食
べ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
と

て
も
心
配
で
す
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し

ょ
う
か
』

こ
の
よ
う
な
相
談
を
お
受
け
し
た
場
合
、

〇
い
つ
か
ら
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
か

〇
何
か
き
っ
か
け
が
あ
っ
た
か

〇
夜
は
眠
れ
て
い
る
か

○お申し込み・お問い合わせ先　八百津町地域包括支援センター　☎４３–３２６７

１０月の予定 と　き ところ 内　　容
らく楽自主

トレーニング
利用者講習会
※要申込

8日（火）
午後1時３０分～3時 福祉センター

受講希望の方は、10月1日（火）までに、地域包括支援セ
ンターへお申し込みください。
※�受付時に問診があります。健康状態により受付できない場
合があります。

お元気サロン
※要申込（無料）

10日（木）・24日（木）
午前9時30分～11時30分 福祉センター いきいき元気にすごすためのヒントがいっぱい。講話や

実技、軽体操など楽しい企画が盛りだくさんです。

オレンジ
サークル
（無料）

21日（月）
午後1時30分～3時 福祉センター

テーマ：認知症をもっと知りましょう。
のぞみの丘ホスピタルの精神保健福祉士を講師に、認知
症についての講話を聞きます。日頃の介護のヒントを得
ることができますよ。

こころの相談
※要予約（無料）

21日（月）
午後3時～4時 保健センター

こころの健康に関すること、気になることなど、何でも
ご相談ください。精神保健福祉士が個別に対応し、秘密
は厳守します。

高齢者
あんしん
相談会

11日（金）
午後1時30分～3時 野上地区 日常生活上で気になることや介護保険のことなど、何で

もご相談ください。地域包括支援センターの職員がご自
宅を訪問します。17日（木）

午後1時30分～3時 南戸地区

オレンジカフェ
※協力金100円

24日（木）
午後1時30分～3時 峰公民分館 「認知症について知りたい」「気分転換したい」など、自

由に過ごせる憩いの場です。通称：認知症カフェです。

物忘れ相談会
（無料）

28日（月）
午前10時～11時30分 保健センター

物忘れが多くなってきた、何か心配だけどどこに相談す
ればいいのかわからないなど、お気軽にご相談ください。
地域包括支援センターの認知症地域支援推進員が対応し
ます。

こんにちは！
地域包括支援
センターです！
「最近寄せられた�  

相談」

No.92
シリーズ 包括支援

シリーズ包括支援
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〇
全
員
参
加

コ
ン
サ
ー
ト
の
当
日
は

夏
休
み
中
の
土
曜
日
。
家

庭
の
都
合
な
ど
で
全
員
が

参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
何
ら
か

の
形
で
参
加
で
き
な
い
か

と
、
知
恵
を
出
し
合
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
Ｏ
Ｍ
Ｏ

Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
の
歌
」
を
手

話
付
き
で
合
唱
し
て
い
る

動
画
を
事
前
に
撮
影
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
動
画
は
、
当
日

の
発
表
で
背
景
と
し
て
映
し
て
い
た
だ
き
、

全
員
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

10
分
ほ
ど
の
短
い
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
し

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
心
を
込
め
て
取
り

組
み
ま
し
た
。
八
百
津
町
の
代
表
に
ふ
さ

わ
し
く
、
し
か
も
八
百
津
小
の
人
道
教
育

の
取
り
組
み
が
伝
わ
る
よ
う
に
と
、
一
人

ひ
と
り
が
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

後
日
、
合
唱
を
聞
い
た
他
県
の
お
客
さ

ま
が
涙
を
流
さ
れ
て
い
た
と
い
う
話
を
聞

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
が
確

か
に
伝
わ
っ
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

八
百
津
小
学
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
人

道
の
心
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
な
教
育
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

に
と
っ
て
大
切
な
一
曲
に
な
り
、

行
事
な
ど
で
歌
っ
て
き
ま
し
た
。

１
年
か
ら
６
年
生
ま
で
み
ん
な

が
歌
え
る
曲
で
す
。
ま
た
、
中

学
年
以
上
は
、
手
話
を
交
え
て

歌
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
君
が
明
日
と
呼
ぶ
も
の
を
」

は
杉
原
氏
を
題
材
に
し
た
人
道

創
作
劇
『
イ
ェ
フ
ダ
ー
と
七
つ

の
灯
』
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
歌

っ
て
い
る
曲
で
す
。

「
め
ぐ
り
ゆ
く
も
の
」
を
テ
ー

マ
に
命
や
思
い
や
り
の
心
の
大

切
さ
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
曲
も
人
道

精
神
を
表
す
も
の
と
し
て
、
劇
と
と
も
に
、

本
校
の
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
子
ど
も
た
ち
の
学
校
紹
介

当
日
は
、
町
内
の
方
だ
け
で
な
く
、
リ

ト
ア
ニ
ア
か
ら
の
お
客
様
を
始
め
、
国
内

外
か
ら
様
々
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。本

校
の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
、
日
本
語

が
分
か
ら
な
い
方
に
、
少
し
で
も
八
百
津

小
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

を
持
ち
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
語
の
紹

介
に
合
わ
せ
て
、
英
語
で
も
紹
介
す
る
こ

と
を
決
め
、
練
習
し
ま
し
た
。

人
道
の
根
本
は
、「
他
者
意
識
」
で
す
。

語
り
が
一
方
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
聞

き
手
を
意
識
し
、
工
夫
し
ま
し
た
。

出
演
依
頼
を
い
た
だ
い
て
か
ら
、
杉
原

千
畝
氏
の
顕
彰
事
業
で
あ
る
『
杉
原
ウ
ィ

ー
ク
』の
コ
ン
サ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
く
、
本

校
に
と
っ
て
も
意
味
の
あ
る
内
容
を
考
え
、

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

〇
発
表
す
る
合
唱
曲

発
表
す
る
歌
は
、
八
百
津
小
が
大
切
に

し
て
い
る
「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
の
歌
」

「
君
が
明
日
と
呼
ぶ
も
の
を
」
の
２
曲
に
決

定
し
ま
し
た
。

「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
の
歌
」は
平
成
27

年
度
・
29
年
度
に
開
催
し
た
、
歌
手
・
藤

田
恵
美
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
中
の
１
曲

で
す
。
歌
詞
の
内
容
、
や
さ
し
い
メ
ロ
デ

ィ
が
本
校
の
人
道
教
育
に
ぴ
っ
た
り
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
八
百
津
小
学
校

「
夢
と
志
の
芽
を
育
む

	

～
人
道
教
育
を
核
に
し
て
～
」

こ
れ
は
、
八
百
津
小
学
校
の
教
育
目
標

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
人
道
」
を
合
い

言
葉
に
、

「
自
分
を
大
切
に
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、

�

周
り
の
人
も
大
切
に
し
て
い
く
」

と
い
う
思
い
を
胸
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。７

月
28
日
㈰
、
杉

原
ウ
ィ
ー
ク
の
イ
ベ

ン
ト
『
ス
ク
テ
ィ
ニ

ス
コ
ン
サ
ー
ト
』
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

本
校
５
・
６
年
生
が

歌
を
披
露
す
る
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
の
英
文
は
、
そ
の

時
発
表
し
た
学
校
紹

介
・
曲
紹
介
の
一
部

で
す
。

No.86
シリーズ 教育の窓

人
道
教
育

～
杉
原
ウ
ィ
ー
ク�

　
�

２
０
１
９�

�
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
～

八
百
津
小
学
校

教育の窓

We are the fifth and sixth grade students of Yaotsu 

Elementary School.

Thank you for inviting us to such a nice event 

today. We are happy to sing in this concert. At school, 

we study about Mr.Chiune Sugihara. We treasure 

kindness and humanity spirit. We perform a play of Mr. 

Chiune Sugihara every year.� （後略）

（訳）私たちは八百津小学校の５・６年生です。
本日はこの様なすばらしい行事に招待していただきありがと
うございます。このコンサートで合唱ができてうれしいです。
学校では杉原千畝さんについて学び、思いやりや人道精神を
誇りに思っています。
毎年、杉原千畝さんを題材にした創作劇を発表しています。
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今
年
も
８
月
５
日
㈪
か
ら
14
日
㈬
ま
で
の
10
日
間
、

町
内
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、
リ
ト
ア
ニ
ア
・
ポ

ー
ラ
ン
ド
へ
の
海
外
派
遣
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
「
吉
田
茂
国
際
交
流
基
金
」
を
活
用

し
、
現
地
で
の
研
修
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
と
お
し
て
、

み
ず
み
ず
し
い
感
性
を
も
つ
中
学
生
に
、
広
い
視
野

と
豊
か
な
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
か
ら
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

杉
原
千
畝
氏
が
外
交
官
と
し
て
赴
任
し
、
八
百
津

町
と
も
縁
が
深
い
リ
ト
ア
ニ
ア
と
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

（
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
量
虐
殺
）が
行
わ
れ
た
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
２
か
国
を
訪
れ
ま
し
た
。
人
道
の
ま
ち
の
子
ど
も

た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
成
長
し
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。

出
発
を
11
日
後
に
控
え
た
７
月
25
日
㈭
、
海
外
研

修
参
加
者
の
み
な
さ
ん
の
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
い
て
い
る
思
い
を
発
表
し
、

研
修
に
対
す
る
決
意
を
改
め
て
胸
に
刻
み
込
み
ま
し

た
。

参
加
者
代
表
の
八
百
津
中
学
校
３
年
・
柳
川
椿
さ

ん
は
、「
私
た
ち
研
修
生
は
、
自
ら
学
ぶ
気
持
ち
と
、

こ
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
持
っ
て
、
研
修
に
臨
み
ま
す
。
研
修
を
と

お
し
て
、
他
国
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
、
外
国
人
の
方
々

と
た
く
さ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
く

こ
と
、
そ
こ
で
し
か
で
き
な
い
体
感
を
味
わ
う
こ
と

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
自
分
に
活
か
し

て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
周
り
の
方
た
ち
に
も
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
、
さ
わ
や
か

に
感
謝
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

研
修
の
報
告
と
参
加
者
の
感
想
は
、
広
報
や
お
つ

10
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課　
学
校
教
育
係（
内
線
２
５
１
４
）

納期のお知らせ
●9月30日 納期限●
国民健康保険税 �  5期分
介護保険料 �  5期分
後期高齢者医療保険料 � 3期分
保育料 �  9月分
水道料 �  9月分
町営住宅使用料 �  9月分

●10月31日 納期限●
町県民税 �  3期分
国民健康保険税 �  6期分
介護保険料 �  6期分
後期高齢者医療保険料 � 4期分
保育料 �  10月分
水道料 �  10月分
町営住宅使用料 �  10月分

※口座振替をご利用の方は残高を確認ください。

八百津町長選挙が
行われます

投票日	 令和2年1月19日（日）
告示日　令和2年1月14日（火）

まちの将来を決める大切な選挙です。
あなたの大切な１票、
むだにしないよう、
投票に
行きましょう！

令和元年度　八百津町中学生海外派遣研修
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人
道
大
賞
　（
学
生
の
部
）

白
黒
の
写
真
の
中
で
泣
く
人
と「
蒼
く
な
っ
た
ね
」っ

て
海
を
見
た愛

知
県
立
常
滑
高
等
学
校
２
年　

平
川
真
菜
佳

人
道
大
賞
　（
一
般
の
部
）

階
段
を
数
え
て
い
る
か
も
白
い
杖
声
は
か
け
な
い
降

り
き
る
ま
で
は

神
奈
川
県
座
間
市　

蓮
見
孝
子

小
学
生
の
部

愛
　
　
賞

フ
ィ
リ
ピ
ン
生
ま
れ
の
ぼ
く
言
葉
に
つ
ま
っ
て
も
仲

間
が
ぼ
く
の
口
に
な
る

八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校
６
年　

西
山
李
竜
二

と
も
だ
ち
を
ゆ
う
せ
ん
す
る
と
う
れ
し
い
な
だ
か
ら

じ
ぶ
ん
を
さ
い
ご
に
す
る
よ

八
百
津
町
立
潮
見
小
学
校
１
年　

や
ま
だ
し
ゅ
ん
た

心
　
　
賞

リ
ト
ア
ニ
ア
さ
く
ら
を
愛
で
る
人
び
と
も
わ
た
し
と

同
じ
や
さ
し
い
気
持
ち

富
士
市
立
富
士
第
二
小
学
校
５
年　

南
凜
衣
子

大
人
た
ち
あ
の
日
の
戦
争
忘
れ
な
い
あ
の
日
の
事
を

子
ど
も
は
知
ら
な
い

八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
６
年　

長
瀬
輝
人

勇 

気 

賞

飼
っ
て
い
た
金
魚
が
一
匹
に
な
っ
て
い
た
一
匹
だ
け

ど
と
う
と
い
命郡

上
市
立
大
和
南
小
学
校
５
年　

池
田
晴
翔

ホ
ウ
セ
ン
カ
た
っ
た
一
つ
の
た
ね
だ
け
ど
そ
の
た
ね

一
つ
が
命
を
つ
な
ぐ

八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
６
年　

佐
藤
な
み

佳
　
　
作

パ
シ
ャ
パ
シ
と
う
し
ろ
に
は
ね
て
お
よ
い
で
く
パ
チ

ッ
ポ
ト
ッ
と
ザ
リ
ガ
ニ
い
っ
ぱ
い

郡
上
市
立
大
和
南
小
学
校
３
年　

う
す
田
ゆ
う
じ
ろ
う

平
成
が
令
和
の
時
代
に
変
わ
っ
て
も
チ
ャ
イ
ム
の
や

さ
し
い
音
色
変
わ
ら
ず

名
古
屋
市
立
平
和
小
学
校
６
年　

鈴
木
深
結

い
え
の
ま
え
ど
う
ろ
わ
た
っ
て
川
で
見
た
ド
ジ
ョ
ウ

い
た
ん
だ
し
っ
ぽ
だ
け
だ
よ

郡
上
市
立
大
和
南
小
学
校
２
年　

黒
木
麻
央

お
か
あ
さ
ん
に
く
っ
つ
き
た
く
て
ち
か
づ
い
て
い
た

ず
ら
す
る
の
は
す
き
だ
か
ら
だ
よ

八
百
津
町
立
潮
見
小
学
校
３
年　

大
谷
桂
吾

げ
ん
か
ん
に
も
ど
っ
て
き
た
よ
つ
ば
め
さ
ん
し
あ
わ

せ
う
た
う
は
る
の
か
ぜ

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校
３
年　

大
野
日
愛
里

中
学
生
の
部

愛
　
　
賞

図
書
館
で
命
の
本
を
見
つ
け
た
と
き
家
族
の
顔
が
見

え
て
く
る八百

津
町
立
八
百
津
東
部
中
学
校
１
年　

後
藤
累
伽

僕
と
他
の
生
命（
い
の
ち
）を
天
秤
に
載
せ
て
み
た
傾

く
こ
と
は
絶
対
な
い
は
ず

静
岡
市
立
長
田
南
中
学
校
３
年　

中
野
翔
太

心
　
　
賞

こ
の
僕
が
初
め
て
聴
い
た
恐
い
歌
祖
父
の
歌
っ
た
軍

歌
で
あ
り
ま
す

名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
３
年　

森
田
悠
聖

あ
の
日
か
ら
七
十
四
年
経
っ
た
け
ど
戦
で
の
死
者
未

だ
に
消
え
ず静

岡
市
立
清
水
第
二
中
学
校
２
年　

佐
藤
涼
真

勇 

気 

賞

教
科
書
の
キ
ノ
コ
雲
は
白
黒
で
仰
ぐ
夏
空
に
吸
い
こ

ま
れ
て
い
く

静
岡
市
立
長
田
南
中
学
校
３
年　

堀
田
怜
夏

手
に
と
れ
ず
見
る
事
さ
え
も
で
き
な
い
が
こ
の
世
で

一
番
大
切
な
も
の

昭
和
女
子
大
学
附
属
昭
和
中
学
校
１
年　

安
原
紗
良

佳
　
　
作

語
り
部
の
話
を
聞
い
て
驚
い
た
次
は
僕
ら
が
伝
え
る

番
だ

名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
３
年　

加
田
創
夢

ア
フ
リ
カ
の
小
さ
な
子
供
の
手
足
見
て
ご
は
ん
一
粒

残
さ
ず
食
べ
る静

岡
市
立
長
田
南
中
学
校
３
年　

坂
井
由
杏

死
に
た
い
と
思
っ
た
日
は
ね
死
ん
だ
人
が
生
き
て
い

た
い
と
思
っ
た
日
だ
よ

川
辺
町
立
川
辺
中
学
校
２
年　

安
田
心
美

車
両
越
し
見
つ
め
る
あ
の
子
の
瞳
に
は
キ
ラ
リ
と
う

つ
る
一
枚（
ひ
と
き
れ
）の
紙

名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校
３
年　

丹
下
結
雅

こ
の
瞬
間
世
界
の
ど
こ
か
で
誰
か
の
い
の
ち
消
え
て

い
る
こ
と
に
驚
き
感
じ
る

学
校
法
人
大
阪
産
業
大
学
大
阪
桐
蔭
中
学
校
１
年　

 

竹
迫
大
輝

高
校
生
の
部

愛
　
　
賞

石
段
の
跡
み
つ
め
れ
ば
人
の
影
動
き
出
し
そ
う
な
ヒ

ロ
シ
マ
の
あ
の
日

岐
阜
県
立
吉
城
高
等
学
校
１
年　

田
口
柚
太

沖
縄
で
聞
い
た
話
は
長
い
の
に
た
っ
た
こ
れ
だ
け
教

科
書
の
中

愛
知
県
立
杏
和
高
等
学
校
３
年　

山
田
琴
音

心
　
　
賞

長
い
耳
大
き
く
立
て
て
死
の
ま
ぎ
わ
聞
い
て
い
た
の

は
家
族
の
声

愛
知
県
立
杏
和
高
等
学
校
２
年　

下
方
結
葵

希
望
だ
の
夢
だ
の
そ
ん
な
の
な
く
て
い
い
今
こ
こ
に

い
る
「
あ
な
た
」
を
生
き
て

愛
知
県
立
杏
和
高
等
学
校
２
年　

森　

雅
姫

勇 

気 

賞

戦
争
で
消
え
て
い
く
の
は
人
の
声
多
く
の
人
が
気
づ

か
ぬ
う
ち
に岐

阜
県
立
八
百
津
高
等
学
校
１
年　

水
田
時
采

世
界
中
お
金
を
集
め
て
海
に
投
げ
戦
争
消
え
る
と
少

女
は
言
っ
た

愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
２
年　

安
藤
友
香

杉原ウィーク2019
第20回杉原千畝記念短歌大会入賞作品

選者　平井　弘　　小塩卓哉　　後藤すみ子　（敬称略）
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佳
　
　
作

「
あ
り
が
と
う
」
言
わ
せ
て
く
れ
て
「
あ
り
が
と
う
」

そ
ん
な
毎
日
ふ
え
た
ら
い
い
な

愛
知
県
立
杏
和
高
等
学
校
１
年　

内
河
百
々
香

泣
き
な
が
ら
生
ま
れ
た
君
の
周
り
に
は
泣
い
て
喜
ぶ

た
く
さ
ん
の
笑
顔

愛
知
県
立
杏
和
高
等
学
校
１
年　

樋
口
友
乃

青
い
空
青
い
海
見
て
感
じ
る
の
見
え
ぬ
無
数
の
い
の

ち
の
鼓
動
を

愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
１
年　

鈴
木
志
輝

愛
し
い
子
ね
ん
ね
ん
こ
ろ
り
ね
ん
こ
ろ
り
起
き
た
ら

戦
争
終
わ
っ
て
い
る
は
ず

愛
知
県
立
名
古
屋
西
高
等
学
校
２
年　

山
本
夏
也

ス
リ
ッ
パ
を
き
れ
い
に
そ
ろ
え
て
去
っ
て
行
く
そ
い

つ
の
あ
だ
名
は
ト
イ
レ
の
神
様

愛
知
県
立
小
牧
南
高
等
学
校
２
年　

早
瀬
正
宏

一
般
の
部

愛
　
　
賞

は
る
か
な
る
ヴ
ィ
リ
ニ
ュ
ス
の
地
の
千
畝
の
碑
に
手

袋
を
と
り
夫
と
触
れ
た
り

東
京
都
町
田
市　

中
澤
明
子

今
年
よ
り
語
り
部
は
な
し
資
料
に
て
戦
時
下
の
く
ら

し
我
が
教
え
る

山
形
県
酒
田
市　

村
上
秀
夫

心
　
　
賞

日
を
浴
び
た
洗
濯
物
で
戦
争
を
す
る
人
た
ち
の
手
を

縛
り
た
い

岡
山
県
瀬
戸
内
市　

小
橋
辰
矢

せ
ん
妄
に
沈
む
翁
は「
伏
せ
ろ
！
」と
ふ
青
年
の
日
の

ビ
ル
マ
に
か
え
り

兵
庫
県
西
脇
市　

大
江
美
典

勇 

気 

賞

だ
っ
て
僕
ら
何
も
知
ら
ず
に
牛
を
食
べ
る
か
ら
命
の

重
さ
が
分
か
ら
な
い
ん
だ茨

城
県
つ
く
ば
市　

坂
庭
祐
太

中
支
に
て
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
乗
り
し
と
ふ
舅（
ち
ち
）は

生
涯
免
許
を
持
た
ず

岐
阜
県
恵
那
市　

西
尾
亜
希
子

佳
　
　
作

ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
に
国
籍
な
く
て
わ
が
父
の
左
の
頬
に
グ

ラ
マ
ン
の
弾
痕

奈
良
県
奈
良
市　

和
田　

康

紛
争
の
ス
ー
ダ
ン
よ
り
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
何
も
知
ら
ず

に
地
中
で
育
つ

大
阪
府
池
田
市　

松
村
律
子

缶
ビ
ー
ル
に
点
字
の
あ
り
し
思
い
や
り
は
じ
め
て
気

づ
く
夕
餉
の
時
に

大
分
県
大
分
市　

岸
本
成
子

近
隣
に
東
洋
の
ア
ン
ネ
多
く
あ
り
国
を
選
ば
ず
泣
く

心
持
て

東
京
都
杉
並
区　

井
上
堅
太
郎

疎
開
し
た
大
家
は
馬
を
押
し
入
れ
に
隠
し
に
来
た
よ

馬
狩
の
日
に

岐
阜
県
羽
島
市　

横
山
美
枝
子

学
　 

校
　 

賞

八
百
津
町
立
潮
見
小
学
校

奨 

励 

賞

名
古
屋
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校

八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校

八
百
津
町
内
学
校
優
秀
賞

や
さ
し
さ
は
ど
ん
な
人
に
も
あ
る
ん
だ
よ
心
の
お
く

で
か
く
れ
て
る
だ
け

八
百
津
町
立
八
百
津
小
学
校
４
年　

岩
井　

暖

に
っ
こ
り
で
あ
い
さ
つ
す
る
と
き
も
ち
い
な
し
ら
な

い
ひ
と
も
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
る

八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
４
年　

長
谷
川
粋

公
園
で
子
ど
も
が
遊
ぶ
笑
い
声
だ
れ
か
が
な
ら
す
鐘

の
音

八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校
６
年　

遠
藤
桃
香

ア
リ
さ
ん
を
あ
し
で
ふ
ん
だ
ら
か
わ
い
そ
う
。
だ
い

じ
に
し
よ
う
ち
い
さ
な
い
の
ち

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校
１
年　

い
け
い
ど
ら
お

の
ど
か
だ
な
そ
ら
を
み
あ
げ
て
お
も
い
こ
む
い
ろ
ん

な
く
も
が
と
お
り
す
ぎ
て
く

八
百
津
町
立
潮
見
小
学
校
４
年　

柘
植
歩
真

つ
ぎ
つ
ぎ
と
消
え
て
く
命
テ
レ
ビ
で
見
楽
し
い
テ
レ

ビ
見
た
か
っ
た
の
に

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
３
年　

林　

心
愛

た
く
さ
ん
の
か
が
や
い
て
い
る
み
ど
り
の
木
八
百
津

町
で
ず
っ
と
見
て
た
い

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
３
年　

金
子
さ
く
ら

雑
草
を
抜
い
て
も
抜
い
て
も
ま
た
生
え
る
負
け
ず
に

生
き
る
生
命
の
強
さ

八
百
津
町
立
八
百
津
東
部
中
学
校
２
年　

金
井
秀
河

た
く
さ
ん
の
自
然
あ
ふ
れ
る
こ
の
街
に
千
畝
と
共
に

育
っ
た
私

岐
阜
県
立
八
百
津
高
等
学
校
３
年　

大
澤
優
衣
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令
和
２
年
４
月
か
ら
、
町
内
の
公
私
立
保
育
園
へ

新
し
く
入
所
を
希
望
す
る
方
に
、
説
明
会
を
行
い
ま

す
。説

明
会
の
日
時
・
会
場
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

す
の
で
、
入
所
希
望
園
に
関
わ
ら
ず
、
ご
都
合
の
良

い
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○　
10
月
8
日
㈫
午
後
３
時
か
ら

八
百
津
保
育
園

○　
10
月
10
日
㈭
午
後
３
時
か
ら

錦
津
保
育
園

○　
10
月
４
日
㈮
午
後
３
時
か
ら

久
田
見
保
育
園

○　
10
月
９
日
㈬
午
後
３
時
か
ら

和
知
保
育
園

時場時場時場時場

・
入
所
申
込
書
は
、
各
説
明
会
の
当
日
に
お
渡
し

し
ま
す
が
、
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
後
日
入

所
を
希
望
す
る
保
育
園
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
現
在
保
育
園
に
入
所
し
、
引
き
続
き
入
所
を
希

望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
各
園
で
確
認
を
と

り
ま
す
。

・
令
和
２
年
度
途
中
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

（
入
所
予
定
の
あ
る
方
）も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課　
子
育
支
援
係（
内
線
２
５
６
４
）

注問

・
・
・
保
育
園
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
・
・
・

◎
赤
ち
ゃ
ん（
生
後
６
ヶ
月
以
上
）か
ら
小
学
校
入
学

前
ま
で
の
保
育
が
必
要
な
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

し
ま
す
。

◎
保
育
時
間
は
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

お
勤
め
の
都
合
な
ど
で
ご
希
望
に
よ
り
延
長
保
育

の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
子
供
た
ち
の
成
長
を
願
い
、
安
全
で
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
給
食
・
手
作
り
お
や
つ
を
用
意
し
ま
す
。

◎
町
内
公
立
保
育
園
・
和
知
保
育
園（
私
立
）で
は
障

が
い
児
保
育
も
行
い
ま
す
。
各
保
育
園
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
育
児
相
談
を
受
付
け
ま
す
。
子
育
て
の
悩
み
を
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
錦
津
保
育
園
・
和
知
保
育
園
で
は
未
就
園
児
童
の

一
時
預
か
り（
一
時
保
育
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
錦
津
保
育
園（
公
立
保
育
所
の
児
童
対
象
）・
和
知

保
育
園
で
は
土
曜
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

保
育
園
入
所
の
資
格

◎�

八
百
津
町
に
住
所
が
あ
っ
て
居
住
し
て
い
る
方

で
、
児
童
の
状
況
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、

家
庭
内
で
十
分
な
保
育
が
で
き
な
い（
保
育
の

必
要
性
が
あ
る
）と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

①�

児
童
の
親
が
日
常
、
育
児
や
家
事
以
外
の
仕
事

に
従
事
し
て
い
る
場
合

（
会
社
員
、
パ
ー
ト
勤
務
、
農
業
な
ど
に
従
事
）

②�

児
童
の
親
が
病
気
、
出
産
の
前
後
ま
た
は
障
が

い
者
で
あ
る
場
合

③�

児
童
の
親
が
家
庭
内
の
長
期
に
わ
た
る
病
人
な

ど
の
看
護
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合

④�

そ
の
他
、
保
育
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
特
別
な

事
情
の
場
合

お

知

役

場
か

ら

のら

せ
☎ 43-2111
　 43-0969
HP http://www.
town.yaotsu.lg.jp/

FAX

保
育
園
の
入
所
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

�

健
康
福
祉
課
　
子
育
支
援
係
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児
童
扶
養
手
当
と
は
…

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
母（
父
）ま

た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
対
し
、
手
当
を
支
給
し
ま
す
。
た
だ
し
、
一
定

額
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
は
、
支
給
が
制
限
さ
れ

ま
す（
別
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）。

手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
、
父
母
ま
た
は
父
か

母
の
一
方
が
い
な
い
等
の
児
童
で
す（
18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
、
身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
場
合
は
20

歳
未
満
の
児
童
）。
支
給
要
件
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
の
月
額（
平
成
31
年
４
月
改
定
）

〇
１
人
目
の
お
子
さ
ん

全
部
支
給　
４
２
，９
１
０
円

一
部
支
給　
４
２
，９
０
０
円
～
１
０
，１
２
０
円

〇
２
人
目
の
お
子
さ
ん

全
部
支
給　
１
０
，１
４
０
円

一
部
支
給　
１
０
，１
３
０
円
～
５
，０
７
０
円

〇
３
人
以
降
の
お
子
さ
ん（
１
人
に
つ
き
）

全
部
支
給　
６
，０
８
０
円

一
部
支
給　
６
，０
７
０
円
～
３
，０
４
０
円

手
当
の
支
給
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

受
給
資
格
者
・
児
童
が
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し

て
い
な
い
場
合
や
、
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所

し
て
い
る
場
合
な
ど
、
手
当
の
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
父
母
が
重
度
の
障
が
い
に
あ
る
場
合
を
除
く
）

所
得
に
よ
る
支
給
制
限

受
給
資
格
者
、
そ
の
配
偶
者
ま
た
は
同
居
の
扶
養

義
務
者（
父
母
・
祖
父
母
・
子
・
兄
弟
な
ど
）の
前
年

の
所
得
が
左
表
の
限
度
額
以
上
で
あ
る
場
合
は
、
そ

の
年
度（
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
）の
手
当
の
一
部

ま
た
は
全
部
の
支
給
が
制
限
さ
れ
ま
す
。（
令
和
元
年

11
月
か
ら
現
況
届
に
基
づ
く
支
給
額
の
適
用
期
間
が
、

現
行
の「
８
月
か
ら
翌
年
７
月
」か
ら「
11
月
か
ら
翌

年
10
月
」に
変
更
と
な
り
ま
す
。）

児
童
扶
養
手
当
は
年
６
回
払
い
に

法
改
正
に
よ
り
、
今
年
11
月
分
か
ら
、
支
払
回
数

が
年
３
回（
４
か
月
分
ず
つ
）か
ら
年
６
回（
２
か
月

分
ず
つ
）に
変
更
と
な
り
ま
す
。
11
月
分
か
ら
は
、
奇

数
月
に
年
６
回
、
各
２
か
月
分
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
左
記
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課　
子
育
支
援
係（
内
線
２
５
６
４
）

問

受給資格者などの所得制限限度額表

扶養親族
の数

所得額（単位：万円）
受給資格者本人

配偶者など
全部支給 一部支給

０人   49万円 192万円 236万円
１人   87万円 230万円 274万円
２人 125万円 268万円 312万円
３人 163万円 306万円 350万円
４人 201万円 344万円 388万円

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

ご
存
じ
で
す
か
？
児
童
扶
養
手
当

�

健
康
福
祉
課
　
子
育
支
援
係
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町
で
は
、
次
の
と
お
り
行
政
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
11
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
11
時

役
場
西
側　
防
災
セ
ン
タ
ー
１
階　
会
議
室

総
務
省
岐
阜
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-

０
９
０-

１
１
０

FAX
０
５
８-

２
４
８-

６
７
５
５

Ｈ
Ｐ http://w

w
w
.soum

u.go.jp/
�

kanku/chubu/gifu.htm
l

ま
た
は
、
総
務
課　
広
報
行
政
係

（
内
線
２
２
１
５・２
２
１
６
）

時場問

10
月
７
日
㈪
～
13
日
㈰
は

�

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

行
政
相
談
と
は
…

あ
な
た
の
暮
ら
し
の
中
で
、
役
所
の
仕
事
に
つ
い

て
不
満
を
感
じ
る
こ
と
、
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
あ
な
た
の
声
を
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
行

政
相
談
委
員
が
お
聴
き
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
道
路
の
危
険
な
箇
所
を
直
し
て
ほ
し
い

○�

介
護
な
ど
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
て

困
っ
て
い
る

○
河
川
の
清
掃
・
管
理
を
し
っ
か
り
し
て
ほ
し
い

○
役
所
へ
の
手
続
き
が
分
か
ら
な
い

○
役
所
の
説
明
に
納
得
で
き
な
い

○�

特
殊
法
人（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
年
金
事
務
所
、
郵
便
局
な

ど
）や
独
立
行
政
法
人（
国
立
病
院
な
ど
）の
対
応

に
不
満
が
あ
る

八
百
津
町
農
業
委
員

会
は
８
月
27
日
㈫
、
令

和
元
年
度
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル（
利
用
状
況
調
査
）

実
施
に
あ
た
り
、
防
災

セ
ン
タ
ー
に
て
出
発
式

を
行
い
ま
し
た
。

出
発
式
に
は
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
、
関
係
者
が

計
20
名
出
席
し
ま
し

た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
第
30
条
に
基
づ
き
、

毎
年
９
月
か
ら
10
月
に
町
内
の
全
農
地
の
利
用
状
況

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、

違
反
転
用
の
早
期
発
見
、不
法
投
棄
の
防
止
を
図
り
、

農
地
の
有
効
利
用
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

調
査
に
あ
た
り
、
農
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

農
林
課　
農
業
振
興
係（
内
線
２
３
３
２
）

問

困
っ
た
ら 

一
人
で
悩
ま
ず 

行
政
相
談

�

総
務
課
　
広
報
行
政
係

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

全
農
地
の
利
用
状
況
調
査

�

農
林
課
　
農
業
振
興
係

令和元年９月１日現在の人口
人　口 男　性 女　性 世帯数

総人口 10,930人 5,294人 5,636人 4,314世帯

（日本人） 10,788人 5,246人 5,542人 4,246世帯

（外国人） 142人 48人 94人 68世帯

� ※混合世帯は日本人世帯に含まれます。

シルバー人材センター実績報告

7
月

件　　 数 111件
就 労 人 員 753人（実72人）
就 労 時 間 3,005.50時間
受 託 金 額 3,312,414円

シルバー人材センター　☎43-5567

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

行政相談のマスコット

「キクーン」

行政相談員
今井 随祐 さん
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１０月１日から３歳から５歳までのお子さんの
幼稚園、保育所、認定こども園の利用料が

無償化されます
〇
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
を
利

用
す
る
全
て
の
お
子
さ
ん
の
利
用
料
が
無
償
と

な
り
ま
す
。

〇
幼
稚
園
の
利
用
料
の
免
除
は
、
月
額
２
・
57
万

円
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

〇
無
償
化
の
期
間
は
、
満
３
歳
の
４
月
１
日
か
ら

小
学
校
入
学
前
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

※
幼
稚
園
で
は
、
入
園
で
き
る
時
期
に
合
わ
せ

て
、
満
３
歳
か
ら
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

〇
通
園
送
迎
費
、
食
材
料
費
、
行
事
費
な
ど
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
保
護
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
の

子
ど
も
と
す
べ
て
の
世
帯
の
※
第
３
子
以
降
の

子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
副
食（
お
か
ず
・
お
や

つ
な
ど
）の
費
用
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

〇
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』
対
象
外
の
幼

稚
園
は
、
無
償
化
と
な

る
た
め
の
認
定
や
市
町

村
に
よ
っ
て
償
還
払
い

の
手
続
き
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

第
３
子
以
降
の
世
帯
は
、

18
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
間
に
あ
る
お
子
さ

ん
が
、
３
人
以
上
い
る

世
帯
を
指
し
ま
す
。

３
歳
か
ら
５
歳
の
お
子
さ
ん
の
場
合

〇
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し
て
利
用
料
が

無
償
と
な
り
ま
す
。

〇
さ
ら
に
、
お
子
さ
ん
が
２
人
以
上
の
世
帯
で
は
、

負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
現
行
制
度
を
継
続
し

ま
す
。
保
育
所
な
ど
を
利
用
す
る
最
年
長
の
子

ど
も
を
第
１
子
と
し
て
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で

の
第
２
子
は
半
額
、
第
３
子
以
降
は
無
償
と
な

り
ま
す
。
年
収
３
６
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
で

は
、
第
１
子
の
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

〇
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
に
加
え
、

地
域
型
保
育
、
企
業
主
導
型
保
育
事
業（
標
準

的
な
利
用
料
）も
同
様
に
無
償
化
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
地
域
型
保
育
と
は
、
小
規
模
保
育
、
家
庭
的
保
育
、

居
宅
訪
問
型
保
育
、
事
業
所
内
保
育
を
指
し
ま
す
。

○
無
償
化
の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
八
百
津
町

か
ら「
保
育
の
必
要
性
の
認
定
」を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※
原
則
、
通
っ
て
い
る
幼
稚
園
を
経
由
し
て
の
申
請
と

な
り
ま
す
。
認
定
要
件
に
つ
い
て
は
、
就
労
な
ど
の

要
件（
認
可
保
育
所
の
利
用
と
同
等
の
要
件
）が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
幼
稚
園
の
利
用
に
加
え
、
利
用
日
数
に
応
じ
て
、

最
大
月
額
１
・
13
万
円
ま
で
の
範
囲
で
預
か
り

保
育
の
利
用
料
が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

０
歳
か
ら
２
歳
の
お
子
さ
ん
の
場
合

対
象
と
な
る
施
設
・
事
業
所

幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
を
利
用
す
る
場
合

○
無
償
化
の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
八
百
津
町

か
ら
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
を
利
用
で
き
て
い
な

い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
認
定
要
件
に
つ
い
て
は
、
就
労
な
ど
の
要
件（
認
可

保
育
所
の
利
用
と
同
等
の
要
件
）が
あ
り
ま
す
。�

 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
は
月
額
３
・

７
万
円
ま
で
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
お
子
さ
ん
は
月
額
４
・
２
万
円

ま
で
の
利
用
料
が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

○
認
可
外
保
育
施
設
に
加
え
、
一
時
預
か
り
事
業
、

病
児
保
育
事
業
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
を
対
象
と
し
ま
す
。

※
認
可
外
保
育
施
設
と
は
、一
般
的
な
認
可
外
保
育
施
設
、

地
方
自
治
体
独
自
の
認
証
保
育
施
設
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
、
認
可
外
の
事
業
所
内
保
育
な
ど
を
指
し
ま
す
。

※
無
償
化
の
対
象
と
な
る
認
可
外
保
育
施
設
は
、
都
道

府
県
な
ど
に
届
出
を
行
い
、
国
が
定
め
る
基
準
を
満

た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
場
合
で
も
無
償
化
の
対
象
と
す
る
５
年
間

の
猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

親
子
教
室
な
ど
、
就
学
前
か
ら
発
達
支
援
を
利

用
す
る
お
子
さ
ん
も
、
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
利

用
料
が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
福
祉
課 

子
育
支
援
係

☎
４
３-

２
１
１
１（
内
線
２
５
６
４
）

認
可
外
保
育
施
設
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
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■
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を
受

給
し
は
じ
め
た
方

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務

所
ま
た
は
市
区
町
村
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
ご
注
意
く
だ
さ
い

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
を
装
っ
た

不
審
な
電
話
や
案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か
ら
、
口

座
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、
手
数
料
な
ど

の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

『
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
』

☎
０
５
７
０-

０
５-

４
０
９
２

�

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

ま
た
は
、

☎
０
３-

５
５
３
９-

２
２
１
６

受
付
時
間

月
曜
日　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

火
～
金
曜
日�

�

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

第
２
土
曜
日�

�

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
開
所
日
に

午
後
７
時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
祝
日（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
年
末
年
始

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※
間
違
い
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的

年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準

額
以
下
の
、
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、

日
本
年
金
機
構（
年
金
事
務
所
）が
実
施

し
ま
す
。

〇
対
象
者

■
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方

□
65
歳
以
上

□
世
帯
員
全
員
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税

□
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
額
の
合
計
が

87
万
９
千
３
０
０
円
以
下

■
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
で
、
前
年
の
所
得
額
が�

４
６
2
万
１
千
円
以
下
の
方（
扶
養
親
族

の
数
に
応
じ
て
増
額
）

〇
請
求
手
続
き
の
方
法

■
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金
を

受
給
し
て
い
る
方

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
ご
案
内
が
順
次
届

き
ま
す
。
同
封
の
は
が
き（
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
請
求
書
）に
ご
記
入
の
上
、投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

水道料金改定のお知らせ
お知らせ版9号（回覧）でもお知らせしたとおり、令和元年10月1日からの、消費税・地方消費税の税率引き
上げ（8％→10％）にともない、水道料金などの改定を行います。みなさまのご理解とご協力をお願いします。
使用料金（基本料金と従量料金の合計）につきましては、令和元年10月使用分（令和元年11月請求分）より、
消費税率10％を適用します。また、手数料・分担金に関しても、10月より同様に10％の適用となります。

○お問い合わせ先　水道環境課　業務係　☎43-2111（内線2122・2123）

水道料金（合計金額１円未満端数切り捨て）
口径(mm) 基本料金１０㎥まで
13以下   2,192.40円 ⇒   2,233.00円
20以下   2,635.20円 ⇒   2,684.00円
25以下   3,045.60円 ⇒   3,102.00円
40以下   4,870.80円 ⇒   4,961.00円
50以下   6,534.00円 ⇒   6,655.00円
75以下 12,355.20円 ⇒ 12,584.00円

従量料金　１㎥あたり
11㎥～20㎥      219.24円 ⇒      223.30円
21㎥～50㎥      251.64円 ⇒      256.30円
51㎥以上      282.96円 ⇒      288.20円

下水道料金（合計金額１円未満端数切り捨て）
基本料金   1,566.00円 ⇒   1,595.00円

従量料金　１㎥あたり
11㎥～20㎥      156.60円 ⇒      159.50円
21㎥～50㎥      172.80円 ⇒      176.00円
51㎥以上      198.72円 ⇒      202.40円

水道加入分担金
20ｍｍ以下    314,500円 ⇒    320,300円
25ｍｍ以下    838,800円 ⇒    854,300円
40ｍｍ以下 2,201,900円 ⇒ 2,242,600円
50ｍｍ以下 3,355,300円 ⇒ 3,417,400円
65ｍｍ以上 別に定める

手数料
給水開始(再開始)手数料 1,050円 ⇒ 1,070円

給水休止手数料 1,050円 ⇒ 1,070円

井戸水使用認定基準水量と使用料金（一般家庭）
世帯員数 認定水量 使用料金
1人   9㎥ 1,595円
2人 18㎥ 2,871円
3人 24㎥ 3,894円
4人 28㎥ 4,598円
5人 32㎥ 5,302円
6人 36㎥ 6,006円

7人以上 1人につき3㎥加算 ※お問い合わせください

令和元年10月1日から
年金生活者支援給付金制度がはじまります
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■屋外焼却とは
畑や空き地などの屋外でごみを焼却する行為で
す。地面に穴を掘っての焼却、ドラム缶や家庭
用焼却炉での焼却を含みます。
屋外焼却は「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」で禁止されています。

■違反した場合の罰則
5年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金、
またはこの両方が科されます。

※�火災の危険性がある場合は、可茂消防八百津
出張所（☎43-0476）へ連絡してください。
※�産業廃棄物（商売などの事業活動で出た廃棄
物）を燃やしている場合など、悪質と思われ
る場合は、八百津交番（☎43-0002）へ連絡
してください。

お問い合わせ　水道環境課　環境衛生係
� （☎43-2111　内線2126）

・煙が臭くて窓が開けられない
・臭いで気分が悪くなる
・煙の臭いが付くので外に洗濯物が干せない
・ぜん息などの病気があり、煙で苦しい
・赤ちゃんが煙を吸ってしまうのが心配
� など

住宅用火災警報器は、「いざ」という時にきちんと動くように点検が必要です。
機器の劣化や電池切れで火災を感知しなくなることもあります。１年に１回は作動点検を行い、
１０年を目安に機器の交換をしましょう。

〈作動点検の方法〉
本体にあるヒモを引く、またはボタンを押して作動
の確認をします。
正常な場合は、警告音やメッセージが鳴ります。
音が鳴らない場合は、電池がきちんとセットされて
いるか、確認してください。それでも鳴らない場合
は、「電池切れ」もしくは「機器本体の故障」です。

■例外として認められている焼却
「公益上もしくは社会の慣習上やむを得ない廃棄
物の焼却または周辺地域の生活環境に与える影
響が軽微である廃棄物の焼却」として定められ
た次のような行為
○�どんど焼きなど風俗習慣上または宗教上の行
事を行うために必要な廃棄物の焼却

○�農業・林業を営むためにやむを得ない焼却（稲
わら、田畑で除草した草など）

※�例外に該当すると思われる焼却についても、
近隣に多大な迷惑となる場合があります。必
ず近隣への影響に配慮した上で行ってくださ
い。町へは煙や臭いに困り果てた方から多く
の苦情が寄せられています。

〈新しい火災警報器に交換したら〉
次回の交換時期が分かるように、本体に製造年月日
を記入しましょう。

住宅用火災警報器の不適正訪問販売にご注意く
ださい！
消防署職員が住宅用火災警報器や消火器を販売す
ることはありません。

お問い合わせ 可茂消防事務組合 八百津出張所
� （☎43-0476）

ごみの屋外焼却は法律で禁止されています！

住宅用火災警報器　作動点検はしていますか？

ご配慮をお願いします！
①時間帯・量・風向きに注意しましょう。
②�草などはよく乾かし、少しずつ短時間で
燃やしましょう。
③�ご近所の方とのコミュニケーションを取り、
十分理解を得ましょう。
④住宅密集地での焼却は控えましょう。
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「ハッピー子育て川柳入選作」

来年は
今より楽と
信じたい…

北海道・くーままさん

「信じる者はすくわれる」と思いきや、
次から次へと悩みの連続。でも、いつの
間にか、去年の悩みは忘れているもので
す。大変と思いながらも、ちゃんと前に
進んでいるんですよね。子どももママも。

子育てアドバイス　兵頭惠子

編者：和光堂　　発行所：金の星社

行 事 名 と　き 対　象 ところ 内　容

乳幼児相談 15日（火）　  9 :30～11 :00 未就園児 子育て支援センター 身長・体重　発育相談 
保健師・栄養士が対応

誕生会 31日（木）　10 :30～11 :00 未就園児 子育て支援センター 消防車を見よう

子育て支援学級 
ぴよぴよ
すくすく

  5日（土）　  9 :00～
26日（土）　  9 :00～

未就園児 八百津保育園 
ファミリーセンター

運動会に参加しよう 
ちびっこ広場参加

子育て支援学級 
わいわい 26日（土）　  9 :00～ 未就園児 ファミリーセンター ちびっこ広場参加

子育て支援学級 
あおむし 26日（土）　  9 :00～ 未就園児 ファミリーセンター ちびっこ広場参加

子育て支援学級 
ムーミン

  5日（土）　  9 :00～
26日（土）　  9 :00～

未就園児 和知保育園
ファミリーセンター

運動会に参加しよう 
ちびっこ広場参加

園庭開放 毎週月曜日　9 :30～11 :00 未就園児 八百津・錦津 
久田見・和知保育園 運動場で遊ぼう

乳幼児学級

  4日（金）　  9 :45～12 :00 八百津・錦津 
地区学級生

ファミリーセンター 
ピロティ集合

公共交通の 
マナーを知ろう！ 

電車遠足
11日（金）　  9 :55～12 :00 和知地区学級生 和知センター 

北側駐車場集合

18日（金）　  9 :35～12 :00 東部地区学級生 久田見センター 
駐車場集合

元気に遊ぼう！八百津の子

第36回ちびっこ広場
と　き	 10月26日（土）
			   午前9時から11時40分頃
ところ	 八百津町ファミリーセンター
対　象	 八百津町内の乳幼児とその保護者
			   これから親になる方

※�「子育て講演会」（保護者対象）、「集団ゲーム
教室」（園児向け）と、親子で一緒に楽しめ
る「親子コンサート」を予定しています。未
就園児は託児（要予約）も利用できますよ！

詳しくは、各保育園へおたずねください。

お知らせ　保育園より

子育て情報ひろば
10月の行事予定

子育て支援センター　
 ☎43‒2111（内線2582）
八百津保育園 ☎43‒0196
錦津保育園 ☎43‒0449
久田見保育園 ☎45‒1276
和知保育園 ☎43‒0519
乳幼児学級 ☎43‒0390入園前のお子さんとパパ、ママ、祖父母のみなさまの子育てを応援します！

子育てあれこれ！
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保健
センター
だより

10月の
予定

八百津町保健センター
☎43-2111（内線2561・2562）

母子手帳交付
○と　き	 毎週水曜日　午前９時から
○ところ	 保健センター
○持ち物	 妊娠届出書 

マイナンバーカード 
（またはマイナンバー通知書＋身分証）

アフタービクス・ベビークッキング
○と　き	 16日（水）　午後１時から３時
○ところ	 保健センター
○対　象	 出産後6ヶ月以内の産婦さん
○持ち物	 母子手帳、赤ちゃんのお世話に必要なもの 

エプロン、三角巾 
運動のできる服装・くつ、タオル、飲み物

○その他	 11日（金）までに電話でご予約ください。

健康相談　※9日（水）はお休みです。
○と　き	 毎週水曜日　午前１０時から１１時
○ところ	 保健センター
○対　象	 八百津町にお住まいの方
☆健康に関するご相談に、保健師・管理栄養士がお答
えします！お気軽にお越しください。

結核健康診断のお知らせ
【対象】　昭和30年4月1日以前に生まれた方で、令和元年度に町の肺がん検診、7月の結核健診を受診していない方
【日時】　18日（金）
【場所】　�各出張所およびファミリーセンター（詳しくは個別通知または健康生活カレンダーをご覧ください） 

※結核や肺・呼吸器の病気で治療中の方はご遠慮ください

自分と大切な人のため…がん検診を受けましょう
【内容】　胃がん  大腸がん  肺がん  前立腺がん  眼底検査  心電図検査
【対象】　40歳以上の方　※前立腺がんのみ50歳以上
【日時】　�10月1日（火）～10月4日（金）　和知出張所 

10月5日（土）～10月12日（土）　保健センター
【受付】　午前8時から11時
★10月5日（土）、6日（日）、12日（土）にも実施します。平日受診できない方や�  
他地区の会場で受診できなかった方はこの機会にぜひ受診してください。

★10月12日（土）の午後1時から3時は子宮頸がん・乳がん検診が受けられます。
※予約が必要です

☆詳細は個別通知をご確認ください。通知が来ていない方でも受けられる検診があります。�  
保健センターにお問い合わせください。

乳幼児健診 とき 対象 受付時間

4ヶ月児健診 1日 
（火）

R1年5月�  
� ～6月生

13 :00～�  
� 13 :05

10ヶ月健診＆ 
ぱくぱく歯磨き教室

1日 
（火）

H30年11月�  
� ～12月生

11 :20～�
� 11 :25

歯科健診 とき 対象 受付時間

2歳児歯科健診 24日 
（木）

H29年8月�  
� ～9月生

13 :00～�  
� 13 :05

☆対象の方には、個別にお知らせします。ご確認ください。

薬と健康の週間
（運動期間：10月17日から10月23日）

薬は正しく使いましょう。
こんな時は薬剤師に相談してください。
・薬が効いてない気がする
・なんだか調子がおかしい
・飲み合わせが心配　など

麻薬・覚醒剤乱用防止運動
（運動期間：10月１日から11月30日）

薬物乱用は重大な犯罪です。
違法薬物は一度でも使ったら乱用となり、心身
へのダメージだけでなく、あなたの人生そのも
のに悪影響を与えます。

危険なドラッグは

「ダメ、ぜったい！！」

受診者全員に
町指定ゴミ袋
プレゼント！
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お知らせ Information
子
ど
も
が
明
る
く
健
や
か
に
育
つ
た
め
に
は
、
あ
た

た
か
い
家
庭
が
必
要
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、
自
分
の
家
庭
で

暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
、
児
童
福
祉

法
に
基
づ
き『
里
親
』と
し
て
育
て
て
く
だ
さ
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

『
里
親
』に
関
心
を
お
持
ち
の
方
を
対
象
に
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
参
加
く
だ
さ
い
。

10
月
６
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

関
市 

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ 

学
習
情
報
館

２-

１
研
修
室（
関
市
若
草
通
２
丁
目
１
番
地
）

・�

開
催
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
お
越
し
い
た
だ
い

て
も
結
構
で
す
。

・�

お
越
し
に
な
っ
た
方
か
ら
順
に
、
里
親
会
役
員
・

子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
職
員
が
個
別
に
相
談
を
承

り
ま
す
。

・�

登
録
里
親
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
里
親
な
ど
が
交
流
を

深
め
る
場
と
し
て
、
里
親
サ
ロ
ン
も
開
催
し
ま
す
。

中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
２
５-

３
１
１
１（
内
線
３
４
９
）

時場他問

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を	

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）	

�

が
サ
ポ
ー
ト
！

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専

修
学
校
、
各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど
に
入

学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

〇
ご
融
資
額

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

〇
金　
利（
令
和
元
年
７
月
23
日
現
在
）

年
１
・
71
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
１
・
31
％

〇
ご
返
済
期
間

15
年
以
内

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０-
０
０-
８
６
５
６�

 
�

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
） 

　
ま
た
は
☎
０
３-

５
３
２
１-
８
６
５
６

他問

10
月
１
日
か
ら
、
岐
阜
県
の
最
低
賃
金
が
次
の
と
お

り
改
正
さ
れ
ま
す
。

○
時
間
額
８
５
１
円（
26
円
Ｕ
Ｐ
）

○
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

岐
阜
県
最
低
賃
金
は
，
年
齢
に
関
係
な
く
、
パ
ー
ト

や
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
め
、
県
内
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

使
用
者
も
、
労
働
者
も
、
賃
金
額
が
最
低
賃
金
額
以

上
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

岐
阜
労
働
局
賃
金
室
☎
０
５
８-

２
４
５-

８
１
０
４

労
働
基
準
監
督
署
☎
０
５
７
５-

２
２-

３
２
５
１

問

　：とき　　：ところ　　：内容　　：対象　　：定員　　：費用
　：持ち物　　：申し込み　　：問い合わせ　　：注意点　　：その他
時 場 内 対 定 ￥
持 申 問 注 他

「
里
親
を
知
る
会
」の
ご
案
内

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
！
最
低
賃
金

有
料
広
告

有
料
広
告
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思わず笑顔になる
まちの話題を
みなさまに
お届けします

Smile
通信

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
♪�

�
�

親
子
で
絵
本
に
親
し
も
う

乳
幼
児
学
級
で
恒
例
と
な
っ
た
絵

本
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岐

阜
市
の
児
童
書
専
門
店「
お
お
き
な

木
」
の
店
主
、
杉
山
三
四
郎
さ
ん
を

招
き
、
親
子
で
音
楽
に
の
せ
て
絵
本

を
楽
し
も
う
と
い
う
催
し
で
す
。
31

組
の
親
子
ら
お
よ
そ
70
名
が
参
加
し
、

絵
本
の
世
界
に
浸
り
ま
し
た
。

「
お
な
ら
う
た
」や「
パ
ン
ダ
銭
湯
」

な
ど
、
子
ど
も
に
人
気
の
絵
本
を
大

き
な
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
し
、
ギ

タ
ー
の
音
色
に
乗
せ
て
聞
く
、「
絵
本

ラ
イ
ブ
」

に
、
子
ど

も
だ
け
で

な
く
大
人

も
引
き
込

ま
れ
て
い

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
を
守
る�

�
�

地
域
の
取
り
組
み

八
百
津
町
子
ど
も
見
守
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
増
加
し
て
い
る
子
ど
も
が
巻

き
込
ま
れ
る
事
件
・
事
故
か
ら
、
地

域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
を
見
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な

さ
ん
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
、
お
よ

そ
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
加
茂
警
察
署
生
活
安

全
課
長
の
講
話
や
、
参
加
者
同
士
の

情
報
交
換
・
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
も
っ
と
多
く
の
見
守
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要
に
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
か
な

か
担
い
手
が
お
ら
ず
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
を
守

る
た
め
に
、
地
域
全
体
で
見
守
る
体

制
を
作
っ

て
い
く
こ

と
を
確
認

し
、
研
修

会
は
閉
じ

ら
れ
ま
し

た
。

汗
を
流
し
て
環
境
整
備�

�
�

地
域
に
貢
献
を

木
曽
川

に
か
か
る

八
百
津
橋

の
付
近

で
、「
新

丸
山
ダ
ム

工
事
事
務

所
建
設
工

事
安
全
技

術
委
員

会
」
に
所
属
す
る
16
社
と
新
丸
山
ダ

ム
工
事
事
務
所
職
員
、
合
わ
せ
て
35

名
が
、
草
刈
り
清
掃
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

「
蘇
水
峡
川
ま
つ
り
」の
花
火
大
会

に
来
場
さ
れ
る
方
が
気
持
ち
よ
く
花

火
鑑
賞
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
日
頃

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
元
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
、
と
い
う
目
的
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
方
は
、「
こ
れ
で
、
花
火

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
方
が
、
安
全

に
気
持
ち
よ
く
花
火
を
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」
と
日
に
焼
け
た

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

親
子
で
の
び
の
び
と�

�
�

楽
し
い
川
遊
び

晴
天
の
空
の
下
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

パ
ー
ク
お
お
ひ
ら
で
、
久
田
見
保
育

園
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
合
わ

せ
て
50
名
が
川
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

た
。友

だ
ち
や
家
族
と
一
緒
に
川
遊
び

が
で
き
る
と
あ
っ
て
、
こ
の
日
を
心

待
ち
に
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
。
普

段
入
る
保
育
園
の
プ
ー
ル
と
違
い
、

流
れ
の
あ

る
川
で
の

水
遊
び
に
、

大
き
な
歓

声
が
上
が

っ
て
い
ま

し
た
。

川
遊
び

の
後
は
す

い
か
割
り

も
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
ご
満
悦
。

感
想
を
た
ず
ね
る
と
、「
お
父
さ
ん
が

魚
を
つ
か
ま
え
る
の
が
じ
ょ
う
ず
だ

っ
た
よ
」「
水
で
っ
ぽ
う
を
遠
く
ま
で

と
ば
せ
た
よ
」「
楽
し
か
っ
た
！
ま
た

来
た
い
！
」
な
ど
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

７月１０日（水）

7月12日（金）

7月26日（金）

6月12日（水）



20広報やおつ No.583

水
上
の
熱
い
戦
い�

�
�

蘇
水
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
開
催

毎
年
恒
例
の「
蘇
水
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

タ
２
０
１
９
」
が
開
催
さ
れ
、
猛
暑
の

中
、
町
内
外
か
ら
お
よ
そ
２
５
０
名
が

参
加
し
、
水
上
の
熱
い
戦
い
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
自
然
あ
ふ
れ
る
木
曽

川
を
舞
台
に
、
町
民
の
世
代
間
交
流
を

深
め
る
こ
と
、
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
、
多
く
の
方
に
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま

す
。７

名
で
チ
ー
ム

を
編
成
す
る
カ
ッ

タ
ー
ボ
ー
ト（
手

漕
ぎ
ボ
ー
ト
）と
、

９
名
で
編
成
す
る

沖
縄
の
伝
統
的
な

手
こ
ぎ
船
・
ド
ラ

ゴ
ン
カ
ヌ
ー
の
レ

ー
ス
が
行
わ
れ
、

地
域
の
仲
間
や
友

人
同
士
で
組
ん
だ

チ
ー
ム
で
タ
イ
ム

を
争
い
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
船
の
操
縦
に
手
こ
ず
り
、

目
標
と
全
く
違
う
方
向
に
進
ん
で
し
ま

っ
た
り
と
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
笑
顔
で
夏

の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

レ
ー
ス
の
他
に
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
と

カ
ヌ
ー
の
体
験
会
も
行
わ
れ
、
繰
り
返

し
何
度
も
並
ぶ
小
学
生
の
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

参
加
し
た
八
百
津
小
２
年
の
山
内
大

聖
く
ん
は
、「
役
場
の
お
兄
さ
ん
と
ペ
ア

カ
ヌ
ー
に
乗
っ
た
よ
。
た
く
さ
ん
漕
い

だ
ら
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
楽
し
か
っ
た
。

４
年
生
に
な
っ
た
ら
、一

人
で
カ
ヌ
ー
を
漕
げ
る

よ
う
に
な
り
た
い
」と
額

に
汗
を
浮
か
べ
な
が
ら

話
し
て
い
ま
し
た
。

運
営
に
は
、地
元
八
百

津
高
校
の
ボ
ー
ト
部
と

カ
ヌ
ー
部
の
部
員
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
、

は
つ
ら
つ
と
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

地
域
防
災
の
要
に�

�
�

防
災
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

八
百
津
町
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
座

は
、
自
助
・
共
助
の
観
点
か
ら
地
域

防
災
活
動
を
担
う
防
災
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
す
る
た
め
に
開
講
さ
れ
ま
す
。

災
害
時
だ
け
で
な
く
、
普
段
の
防

災
活
動
に
も
役
立
つ
、
知
識
・
技
術

を
取
得
で
き
ま
す
。
全
３
日
間
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度

は
18
名
が（
う
ち
８
名
は
八
百
津
高

校
の
生
徒
）が
参
加
し
ま
し
た
。

受
講
し
た
男
性
は
、「
今
の
ま
ま
で

は
、
も
し
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に

何
も
知
識
が
な
い
。
い
つ
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
ま
ち

の
た
め
に
自
分
が
ど
の
よ
う
に
行
動

す
る
こ
と
が
必
要
か
を
学
び
た
い
」

と
真
剣

な
面
持

ち
で
語

り
ま
し

た
。

歌
で
伝
え
た
い�

�
�

平
和
へ
の
思
い

錦
津
コ

ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ

ー
で
、「
き

ら
り
さ
く

ら
を
歌
う

会
」
が
練

習
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
会

は
、
錦
津

地
区
の
住

民
グ
ル
ー
プ「
き
ら
り
の
会
」の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
、
今
年
５
月
に
発
足

し
ま
し
た
。
杉
原
千
畝
氏
に
ち
な
ん

だ
曲
を
歌
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
練

習
は
２
回
目
で
金
子
町
長
も
参
加
し
、

約
50
名
が
歌
声
を
響
か
せ
て
い
ま
し

た
。12

月
14
日（
土
）に
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る『
八
百
津
町

人
権
講
演
会
』
で
発
表
さ
れ
る
朗
読

劇「
千
畝
と
幸
子　
命
の
ビ
ザ
」の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
歌
で
参
加
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ
ん

は
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

8月4日（日）

8月11日（日）

8月21日（水）
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全
国
大
会
に
出
場
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

水
野
友
暉
さ
ん（
加
茂
高
校
）

第
67
回
全
日
本
高
等
学
校
選
手
権

�
競
漕
大
会

種
目　

�

ボ
ー
ト　
男
子�

 

舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

結
果　

全
国
優
勝

西
野
友
理
さ
ん（
美
濃
加
茂
高
校
）

第
67
回
全
日
本
高
等
学
校
選
手
権

�

競
漕
大
会

種
目　

�

ボ
ー
ト　
女
子�

 

ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
の
部

結
果　
準
決
勝
進
出

清
水
稟
斗
さ
ん（
八
百
津
中
学
校
）

第
54
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会

種
目　
剣
道

結
果　
惜
し
く
も
一
回
戦
敗
退

笹
山
大
我
さ
ん（
美
濃
加
茂
高
校
）

中
嶋
悠
雅
さ
ん（
美
濃
加
茂
高
校
）

令
和
元
年
度

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会

種
目　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

結
果　
ベ
ス
ト
16

岩
井
悠
真
さ
ん（
帝
京
大
可
児
高
校
）

全
国
高
等
学
校
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

種
目　
ゴ
ル
フ

結
果　
１
４
６
人
中
96
位
タ
イ

桒
原
拓
磨
さ
ん（
八
百
津
高
校
）

令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校

�

総
合
体
育
大
会

種
目　

��

男
子
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト�
 

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア
、�
 

同
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
フ
ォ
ア

結
果　

�

準
決
勝
進
出
８
位（
ペ
ア
）�

 

準
決
勝
進
出
４
位（
フ
ォ
ア
）

佐
合
太
地
さ
ん（
八
百
津
高
校
）

令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校

�

総
合
体
育
大
会

種
目　

�

男
子
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト�

 

カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア

結
果　

�

準
決
勝
進
出
５
位

長谷川 舞
まい

華
か

ちゃん

7月15日生まれ

保護者 長谷川薫（和・中組）

「生まれてきてくれて

� ありがとう」

� 父母より

早川 縁
えん

ちゃん

7月24日生まれ

保護者 早川政伸（栄組）

「男子三兄弟

� 仲良く元気に育ってね」

� 父母より

八百
津町

ごみ
処理

容器
等

購入
補助

金

交付
申請

委任
状

八百
津町

長　
様

私は
、裏

面の
者を

代理
人と

定め
、見

出し
の補

助金
の 

交付
申請

、請
求お

よび
受領

に関
する

一切
の権

限を
委任

しま
す。

※購
入（

委任
）年

月日

※住
所（

自治
会）

※購
入（

委任
）者

名と
印

※は
購入

（委
任）

者が
記入

押印
し町

内登
録販

売店
へ提

出く
ださ

い。

印

頑
張
る
み
な
さ
ん
を
応
援
し
ま
す
！

全
国
大
会
出
場

祝

加茂休日急患診療所月10
【歯科】受付時間：午前９時から午後１時
１０月６日（日） 
まるも歯科医院� ☎25-8148

１０月１３日（日） 
やまて歯科� ☎28-7010
１０月１４日（月・祝） 
高木歯科医院� ☎25-2464

１０月２０日（日） 
田口歯科医院� ☎27-5161
１０月２２日（火・祝） 
からん歯科・矯正歯科＆キッズ�☎26-2220
１０月２７日（日） 
長江歯科医院� ☎26-1952

【病医院】受付時間：午前9時から午後4時30分
１０月６日（日） 
カブチ山田クリニック� ☎53-3111
１０月１３日（日） 
太田メディカルクリニック� ☎26-2220
１０月１４日（月・祝） 
岐阜健康管理センター� ☎28-8425

１０月２０日（日） 
木沢記念病院� ☎25-2181
１０月２２日（火・祝） 
小林クリニック� ☎25-8077
１０月２７日（日） 
木沢記念病院� ☎25-2181

全国大会出場
おめでとう
ございます！

こんにちは赤ちゃん
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10月・11月のごみ収集日
■お問い合わせ　�役場１階  水道環境課  環境衛生係�

☎43‒2111（内線2126）

不燃金物類�
資源カン類�
粗大ごみ

Ａ地区	
（不燃ごみ集積所）10月30日（水）

Ｂ地区	
（不燃ごみ集積所）10月31日（木）

不燃ガラス類
資源ビン類
粗大ごみ

Ａ地区	
（不燃ごみ集積所）11月27日（水）

Ｂ地区	
（不燃ごみ集積所）11月28日（木）

ペットボトル
食品トレイ
発泡スチロール Ｂ＆Ｇ体育館北側�

・各出張所

10月6日（日）
午前８時～
午前11時古着回収（福地・

潮南出張所除く）
※�ペットボトルは洗浄して、フタを取って出して
ください。（フタは可燃ごみまたはその他プラ
です。）
※�発泡スチロール製箱は宛名ラベル等を剥がして
ください。
※�古着類は、濡れたもの、油などが付着して汚れ
たもの、布団、電気毛布、じゅうたん、履き物、
ぬいぐるみなど衣類以外のものは収集しません。

がれき類
久田見処分場 毎月第１・第３日曜日

午後１時～午後４時

錦織処分場
毎月第２・第４日曜日
午前９時～正午

午後１時～午後４時
※�土砂や岩石、また業者が行った工事で発生した
がれき類は処分できません。
※�300㎏以上のがれき類を処分しようとするとき
は事前に申請してください。（有料）

その他プラ 各自治会の�
不燃ごみ集積所

10月13日（日）
10月27日（日）
11月10日（日）
11月24日（日）

※�プラマークと呼ばれるリサイクルマークが表示さ
れた容器包装プラスチックが収集の対象です。� 
汚れがひどいものは可燃ごみへ出してください。
※�ペットボトルおよび食品トレイ・発泡スチロー
ルは別に分別収集を行っていますので、その他
プラでは回収しません。

ルールを守ってごみ出しを！
１.	 分別ルールを守りましょう。
○ごみは種類ごとに正しく分別し、指定ごみ袋に
入れて指定の集積所に出してください。
○ごみ袋には、自治会名・氏名を書いてください。
○資源ごみを出すときは、きれいに洗って出してください。
2．	違法な不用品回収業者にご注意を
○廃棄物の収集・運搬には許可が必要です。� �
無許可業者の不適切な処理や不法投棄が問題にな
っています。安易に回収依頼をしないでください。

可燃ごみ 全地区（�午前５時から午前８時までに可燃ごみ集積所へ�
出してください） 毎週　火曜日・金曜日

※�収集日の午前8時までに不燃ごみ集積所に出してください。
※�蛍光管（LEDタイプ含む）・水銀式体温計・乾電池（ボタン電池除く）・小型充電式電池、�  
小型家電（50cm×38cmまで）は、役場本庁・役場各出張所の回収ボックスへ出してください。
※�電球や蛍光管のグローランプは不燃ガラス類または不燃金物類です。蛍光灯回収ボックス
では回収しません。

Ａ地区＝八百津（下記の八百津地区以外）・錦織・和知・伊岐津志
Ｂ地区＝杣沢・口杣沢・丸山・赤薙・北山・白橋・五宝平・久田見・福地・潮南

ご注意ください！その他プラの出し方
最近、その他プラとして出されたごみに不適合
物の混入が多く見られます。迷ったときは可燃
ごみとして出してください。
※�今年度あった、不適合の混入物の実際例：�  
プラスチック製のハンガー、衣装ケース、プラン
ター、梱包用バンド、おもちゃ　など
また、小型家電回収ボックスに、電気ポットではな
く魔法瓶タイプのポットが出されることもあります。
ごみの出し方が分からないときは、お問い合わせ
ください。

ひまわりクリーンセンターの営業時間が変わりました
お知らせ版第１０号でもお伝えしましたが、 
9月1日からひまわりクリーンセンターの 
営業時間が以下のとおり変更になりました。
〇営業時間
（エコ広場）
午前8時30分から午後3時まで

（粗大受入）
午前8時30分から午前11時30分まで
午後1時から午後4時まで

〇定休日（エコ広場、粗大受入）
日曜日および第一土曜日

「この面は販売店が記入してください」

住所　八百津町

店名
代表者名

下記の方へ販売し補助金交付の委任を受けました。

販売（委任）年月日　　　　　　購入者　　　　　　品名

数　　購入額　　　　　　　　　　　　　　補助金

● ●ごみ収集
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ふ
る
さ
と
歳
時
記

写
真
協
力
　
社
会
教
育
視
聴
覚
協
議
会

「棚田の実り」
古田 悟（竹井）

「夏の発電所」
佐藤 昭（宮嶋）

８
月
４
日
㈰
、
今
年
も
恒
例
の
蘇
水
峡
川

ま
つ
り
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

役
場
前
で
は
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
納
涼

広
場
が
開
か
れ
、
大
勢
の
方
が
楽
し
い
ひ
と

時
を
す
ご
し
ま
し
た
。

多
く
の
屋
台
が
長
い
行
列
を
作
り
、
来
場

し
た
み
な
さ
ん
が
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
大
道
芸
や
バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
が
披
露
さ
れ
、
大
盛
り
上
が
り
！

家
族
や
地
域
の
仲
間
、
友
だ
ち
同
士
と
、
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

来
場
し
た
中
学
生
は
、「
か
き
氷
が
ふ
わ
ふ

わ
で
お
い
し
い
！
マ
ン
ゴ
ー
の
シ
ロ
ッ
プ
の

香
り
が
良
い
。
後
で

い
ち
ご
味
も
食
べ
た

い
な
」
と
満
面
の
笑

顔
。最

後
に
は
ほ
ぼ

全
て
の
て
の
屋
台

が
売
り
切
れ
に
な
り

ま
し
た
。

花
火
大
会
は
、
紅
白
の
提
灯
で
彩
ら
れ
た

「
ま
き
わ
ら
船
」
と
川
面
に
浮
か
ぶ
「
万
灯
流

し
」
と
の
競
演
が
大
き
な
見
ど
こ
ろ
。

お
よ
そ
８
０
０
発
の
花
火
が
約
40
分
間
に

わ
た
り
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
蘇
水
峡
に

花
火
の
爆
音
が
こ
だ
ま
し
、
訪
れ
た
多
く
の

観
客
の
目
だ
け
で
な
く
耳
も
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
加
茂
郡
で
は
八
百
津
町
だ
け
と
な

る
８
号
玉
が
打
ち
あ
が
る
と
、
ひ
と
き
わ
大

き
く
開
い
た
花
火
に
、
観
客
か
ら
は
歓
声
と

拍
手
が
湧
き
お
こ
り
ま
し
た
。

花
火
を
見
た
町
内
在
住
の
男
性
は
、「
近
所

の
仲
間
と
一
緒
に
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

ん
で
見
て
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
の
笑

い
声
と
花
火
と
ビ
ー
ル
、
最
高
で
す
。
ま
た

来
年
も
こ
こ
に
来
た
い
」
と
ご
き
げ
ん
な
様

子
で
し
た
。

今年も盛況！蘇水峡川まつり花火大会
夜空に打ちあがる大輪の花


